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長
引
く
景
気
低
迷
や
米
国
同
時

多
発
テ
ロ
な
ど
暗
い
話
題
が
多
か

っ
た
平
成
13
年
が
終
わ
り
、
新
し

い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
さ
て
、
11
月
定
例
会
で
は
、
産

業
廃
棄
物
対
策
や
児
童
の
健
全
育

成
な
ど
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い

て
活
発
な
論
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
今
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
中

心
に
お
伝
え
し
ま
す
。�
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員
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亮
治
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）
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柴
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健
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��　
２
月
定
例
会
は
２
月
25
日
　
か
ら

３
月
19
日
　
ま
で
開
催
の
予
定
で
す
。
�

���

　
問
　
民
間
住
宅
へ
の
入
居
が
難
し

い
単
身
高
齢
者
を
、
市
営
住
宅
に
優

先
的
に
入
居
さ
せ
て
は
。�

　
答
　
平
成
14
年
度
か
ら
、
入
居
時

期
や
空
き
家
状
況
を
公
表
し
、
定
期

募
集
を
年
一
回
か
ら
三
回
に
拡
大
し

た
い
。
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
、
母

子
世
帯
に
は
、
既
に
当
選
率
を
二
倍

に
す
る
優
先
措
置
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
り
当
選
確
率
が
一
層
高
く

な
り
入
居
待
ち
期
間
が
短
縮
す
る
と

考
え
て
い
る
。�

���

　
問
　
母
子
健
康
手
帳
を
見
直
し
、

男
女
共
同
参
画
の
立
場
か
ら
、
男
性

が
育
児
等
へ
の
責
任
意
識
を
醸
成
で

き
る
内
容
へ
の
変
更
を
。�

　
答
　
平
成
14
年
2
月
の
改
訂
時
か

ら
、
親
子
手
帳
に
改
称
す
る
と
と
も

に
、
内
容
に
つ
い
て
も
、
法
律
で
規

定
の
あ
る
も
の
を
除
き
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
か
ら
イ
ラ
ス
ト
や
表
現

等
を
工
夫
し
た
い
。�

���

　
問
　
産
業
廃
棄
物
税
の
検
討
に
当

た
り
①
課
税
の
目
的
と
用
途
は
②
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。�

　
答
　
①
自
然
環
境
の
保
全
を
最
大

の
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

廃
棄
物
の
減
量
化
や
市
域
外
か
ら
の

流
入
防
止
が
期
待
で
き
る
。
税
は
、

検
査
・
監
視
体
制
の
強
化
や
問
題
が

生
じ
た
場
合
の
回
復
措
置
等
に
使
い

た
い
②
県
と
課
税
額
や
徴
収
方
法
等

の
調
整
が
必
要
だ
が
、
新
税
の
目
的

や
形
式
を
詰
め
て
原
案
を
作
成
し
、

議
会
へ
諮
っ
た
上
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
募
集
や
産
廃
関
係
者
へ

の
説
明
等
を
十
分
に
行
う
と
と
も
に
、

総
合
政
策
審
議
会
に
も
諮
り
た
い
。�

���

　
問
　
子
ど
も
の
読
書
離
れ
が
深
刻

だ
が
①
読
書
活
動
推
進
へ
の
取
り
組

み
は
②
本
市
の
小
・
中
学
校
図
書
館

の
利
用
状
況
は
。�

　
答
　
①
司
書
の
全
校
配
置
や
関
係

予
算
の
増
額
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

各
学
校
の
実
態
に
あ
っ
た
主
体
的
な

活
動
の
育
成
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
②

平
成
10
年
度
の
一
人
当
た
り
貸
出
冊

数
は
、
と
も
に
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
お
り
、
12
年
度
で
は
小
学
校
が
六

十
一
・
七
冊
、
中
学
校
が
十
一
・
一

冊
と
増
加
し
て
い
る
。 �

���

　
問
　
幼
稚
園
と
保
育
園
を
一
体
化

し
た
御
南
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の

就
学
前
教
育
実
施
に
当
た
り
①
本
市

の
各
運
営
者
へ
の
支
出
額
は
②
今
後
、

幼
保
一
体
化
園
の
育
成
を
推
進
す
る

部
署
を
新
設
し
て
は
。�

　
答
　
①
施
設
使
用
料
を
と
も
に
無

償
と
す
る
こ
と
か
ら
、
保
育
園
へ
は

民
間
保
育
園
特
別
委
託
料
を
一
五
％

減
額
し
、
幼
稚
園
へ
の
補
助
金
は
、

人
件
費
、
管
理
運
営
費
の
不
足
分
や

県
補
助
金
等
を
も
と
に
決
定
し
た
い

②
子
ど
も
た
ち
や
子
育
て
世
代
の
福

祉
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制

を
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。�
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問
　
本
市
の
ご
み
処
理
事
業
に
要

す
る
経
費
は
。�

　
答
　
平
成
12
年
度
の
家
庭
系
ご
み

処
理
実
績
で
は
、
各
家
庭
が
毎
日
約

二
キ
ロ
の
ご
み
を
排
出
し
た
計
算
に

な
る
。
ま
た
、
事
業
系
ご
み
を
合
わ

せ
た
処
理
経
費
は
、
収
集
に
約
三
十

四
億
円
、
焼
却
に
約
二
十
三
億
円
、

埋
立
に
約
三
億
円
で
、
年
間
約
二
万

四
千
八
百
円
を
各
家
庭
が
負
担
し
た

こ
と
に
な
る
。
今
後
も
、
排
出
抑
制

や
業
務
改
善
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
に

努
め
た
い
。�

���

　
問
　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者

と
の
交
流
を
、
小
・
中
学
校
の
総
合

学
習
等
に
取
り
入
れ
て
は
。�

　
答
　
差
別
を
受
け
人
生
を
過
ご
し

て
き
た
崇
高
な
姿
に
は
、
教
育
に
生

か
せ
る
部
分
が
あ
り
、
人
権
教
育
の

一
環
と
し
て
、
教
育
課
程
へ
の
位
置

づ
け
が
重
要
と
考
え
る
。
既
に
、
元

患
者
か
ら
療
養
所
で
の
体
験
を
直
接

聞
き
、
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
理
解
を
深

め
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に
目
を

向
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
学
校
が
あ
り
、
こ
う
し
た
例
を

各
学
校
へ
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。�

�

お
わ
び
と
訂
正
ー

平
成
13
年
11
月
１

日
付
市
議
会
だ
よ
り
の
八
面
、
「
議

席
」
の
説
明
中
、
「
過
半
数
以
上
」

は
、
正
し
く
は
「
半
数
以
上
」
で
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。�
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